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カ
ク
ヤ
ス
は
10
日
、
宝
酒
造

と
と
も
に
日
本
酒
と
炭
酸
を

１
：
１
で
割
る
新
感
覚
ハ
イ

ボ
ー
ル
「
酒
ハ
イ
」
の
メ
デ
ィ

ア
向
け
発
表
会
を
都
内
で
開
催

し
た
。
若
年
層
を
中
心
に
日
本

酒
離
れ
が
進
む
な
か
、
日
本
酒

を
気
軽
に
楽
し
め
る
よ
う
、
２

０
２
４
年
４
月
に
設
立
し
た

「
日
本
酒
需
要
創
造
会
議
」
と

と
も
に
「
酒
ハ
イ
」
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

発
表
会
の
席
上
、
カ
ク
ヤ
ス

の
大
野
郁
美
販
売
促
進
企
画
部

Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
販
促
企
画
課
課
長

（
写
真
左
上
・
右
）
は
、
日
本

酒
需
要
創
造
会
議
と
同
社
に
よ

る
取
り
組
み
を
説
明
。「
同
会

議
は
、
日
本
酒
の
魅
力
を
伝
え

た
い
メ
ー
カ
ー
と
流
通
業
者
に

よ
る
任
意
団
体
と
し
て
設
立
。

日
本
酒
の
新
た
な
飲
み
方
や
魅

力
を
発
信
し
、
若
者
や
女
性
な

ど
従
来
取
り
込
め
て
い
な
い
層

へ
の
訴
求
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
メ
ー
カ
ー
、
生
産
者
、
流

通
、小
売
、飲
食
と
い
っ
た
〝
製

配
販
〟
が
力
を
合
わ
せ
て
、
一

社
で
は
出
来
な
い
発
信
力
で
需

要
を
創
造
し
、
日
本
酒
業
界
の

活
性
化
を
目
指
す
。
そ
し

て
、
日
本
酒
普
及
の
た
め

の
第
１
弾
と
し
て
打
ち
出

し
た
取
り
組
み
が
『
酒
ハ

イ
』
飲
み
方
提
案
だ
。

　

当
社
は
、
酒
類
な
ど
の

配
達
だ
け
で
は
な
く
、
料

飲
店
向
け
に
も
販
売
と
付

帯
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
。
利
用
飲
食
店
数
は

４
万
５
０
０
０
店
以
上

で
、
メ
ニ
ュ
ー
開
発
な
ど

の
課
題
解
決
に
注
力
し
て

い
る
。
酒
ハ
イ
普
及
に
向

け
て
、
社
内
で
炭
酸
割
に

合
う
日
本
酒
タ
イ
プ
を
選

定
。
全
て
の
日
本
酒
が
炭
酸
割

り
に
合
う
わ
け
で
は
な
く
、
適

し
て
い
る
タ
イ
プ
は
、『
香
り

が
強
い
』『
酸
度
が
高
い
』『
吟

醸
系
』『
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
』
の

特
長
が
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
。

　

ユ
ー
ザ
ー
向
け
に
、
店
頭
で

酒
ハ
イ
に
お
す
す
め
の
日
本
酒

を
配
置
し
た
特
別
棚
の
展
開
や

対
象
商
品
を
購
入
し
た
ユ
ー

ザ
ー
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｂ
ブ
ラ
ン

ド
『
Ｋ
ｐ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
』
炭
酸
水

５
０
０
㎖
を
１
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。

当
社
Ｅ
Ｃ 

サ
イ
ト
で
『
酒
ハ

イ
』
特
集
ペ
ー
ジ
の
公
開
し
、

ハ
イ
ボ
ー
ル
に
適
し
て
い
る
日

本
酒
や
『
酒
ハ
イ
』
が
飲
め
る

店
舗
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

　

飲
食
店
向
け
に
は
、
当
社
が

主
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
『
Ｋ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ 

Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
』

に
て
酒
ハ
イ
を
出
展
。
飲
食
従

事
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
お
い
し
い
と

回
答
し
た
人
が
97
％
だ
っ
た
。

た
だ
、『
酒
ハ
イ
』
に
つ
い
て

知
ら
な
か
っ
た
人
が
40
％
以
上

の
回
答
が
あ
っ
た
た
め
、
認
知

拡
大
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

普
及
活
動
や
飲
食
店
へ
の
メ

ニ
ュ
ー
提
案
を
行
っ
た
結
果
、

５
日
時
点
で
、
全
国
で
１
５
１

３
店
が
酒
ハ
イ
を
メ
ニ
ュ
ー
に

導
入
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

宝
酒
造
の
藤
田
寛
子
商
品
第

三
部
企
画
課
専
任
課
長
（
同
左

上
・
左
）
は
、「
当
社
清
酒
『
松

竹
梅
』
は
、
美
味
し
い
食
中
酒

と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
清
酒

の
消
費
数
量
は

年
々
緩
や
か
に
下

降
の
一
途
だ
。
当

社
調
べ
に
よ
る

と
、
日
本
酒
を
飲

ま
な
い
理
由
と
し

て
、
ア
ル
コ
ー
ル

度
数
が
高
い
・
ゴ

ク
ゴ
ク
飲
め
な
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ

た
。
日
本
酒
を
始

め
づ
ら
い
、
新
規

層
を
獲
得
し
に
く

い
要
因
と
し
て
解

決
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
ウ
イ
ス
キ
ー
消
費
数

量
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、
右

肩
上
が
り
だ
。
特
に
２
０
０
８

年
頃
か
ら
ハ
イ
ボ
ー
ル
の
普
及

と
浸
透
が
進
ん
だ
た
め
、
市
場

が
拡
大
し
た
と
分
析
。
日
本
酒

も
ウ
イ
ス
キ
ー
ハ
イ
ボ
ー
ル
の

よ
う
に
炭
酸
で
割
る
飲
み
方
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

約
３
年
の
研
究
期
間
を
経

て
、
昨
年
10
月
に
業
務
用
で
炭

酸
割
専
用
日
本
酒
『
松
竹
梅 

瑞
音
』
を
先
行
販
売
し
た
。
和

食
に
合
わ
せ
て
日
本
酒
を
楽

し
み
た
い
Ｒ
Ｔ
Ｄ
ユ
ー
ザ
ー
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
。
吟

醸
酒
並
み
の
香
り
高
さ
と
米
由

来
の
日
本
酒
ら
し
い
甘
み
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
味
わ
い
が

特
長
で
、
特
に
海
鮮
系
の
食
事

と
相
性
が
良
い
。
現
在
、
４
０

０
０
店
に
導
入
さ
れ
、
料
飲
店

か
ら
も
酒
質
の
高
さ
を
評
価
い

た
だ
い
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
も
、
１
杯
目
は
ビ
ー
ル
で
乾

杯
し
、
２
杯
目
以
降
に
食
事
に

合
わ
せ
る
食
中
酒
と
し
て
同
品

を
選
択
し
た
と
の
声
を
い
た
だ

い
た
。
今
後
も
飲
み
た
い
と
答

え
た
人
が
89
％
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
活
用
し
て
、
本
製
品
と
『
酒

ハ
イ
』を
推
進
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

会
場
内
で
は
酒
ハ
イ
に
適
し

た
日
本
酒
と
し
て
、「
瑞
音
」、

「
昴 

生
貯
蔵
酒
」「
天
狗
舞 

山

廃
仕
込
純
米
」「
菊
正
宗 

純
米

樽
酒
」「
梅
乃
宿 

純
米
」
の
計

５
種
を
紹
介
。

�

（
Ｓ
）

カ
ク
ヤ
ス
、「
酒
ハ
イ
」普
及
に
注
力

宝
、炭
酸
割
専
用「
瑞
音
」に
手
応
え
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